
≪発表のテーマ≫

＜発表概要or今年の取組みの特徴＞

丹波篠山市
【人 口】 ３９，１２３人（Ｒ６.１２.１現在）
【面 積】 ３７７.５９平方キロメートル
【職員数】 ４９６人（Ｒ６.４.１現在）

＜メッセージ・意気込み＞

＜改善運動の特色やアピールポイントなど＞

ＤＡＴＡ

これまでの全国大会でも発表してきた「裏市役所」の取り組み。

若手職員を中心に、職場でのゆるいつながりづくりの場づくりを行
ってきましたが、「結局つながったらなにがいいの？」という問い
にこたえる一つの成果を今年は発表します！

若手の有志による完全に自主的な取り組みとして、７年以上続いて
います。
今年は運営メンバーが拡大し、さらに盛り上がりを見せています！

誰にやらされるわけでもなく、自発的な活動の場として、若手職員
が楽しんで取り組んでいます。

若手で参加します！全国の前向きなみなさんとも
ゆるくつながりができることを楽しみにしていま
す！

タテ・ヨコ・ナナメのつながりの場「裏市役所」-成果編-



部署名 兵庫県丹波篠山市「NEW WAVES」

タイトル
タテ・ヨコ・ナナメのつながりの場

「裏市役所」-成果編-

改善前
【Before】

「職場内のつながりって、あった方がいいよね？」
その前提で、“仕事でもない。飲み会でもない。ゆるいつ
ながりづくりの場”として「裏市役所」を企画、運営して
きた。

新入職員同士や年の近い先輩後輩と仲良くなるきっかけに
はなるし、楽しいけど、
「これって本当に何かのためになってる…？」



取組内容

①やってみたいことは裏市役所の企画にしてみる！

これまでは主に固定の３名で企画してきたが、やりたいこと職員を運営側に引き
入れ、裏市役所の場を使って企画を実現！

■新たなメンバーで企画して実施した内容

【事例01】裏市役所の企画（アンケートを踏まえた企画設計）
【事例02】契約事務を学ぶ！シミュレーションゲーム
【事例03】みんなでボードゲーム！

・アンケート ・契約事務シミュレーションゲーム



取組内容

②市の一番のイベント「デカンショ祭」
自分たちが誰よりも楽しんで、率先して盛り上げる！

丹波篠山市でも最大規模のお祭り「デカンショ祭」
以前はあった「職員が率先して参加して盛り上げよう！」という雰囲気も、コロ
ナ禍で開催できていなかった時期を経て無くなってしまったような、、。
デカンショ祭の楽しみ方や過ごし方のわからない新入職員向けには「丹波篠山市
職員のデカンショ祭過ごし方ガイド」を配り、お祭り当日の終業後に「出立ちの
宴」を開催してからみんなで会場へ踊りに出る等、自分たちが率先して参加し、
飲んで食べて唄って踊って楽しんで、お祭りを盛り上げた！

・デカンショ祭過ごし方ガイド ・出立ちの宴 ・総踊りに参加



効果
【After】

（改善の成果
・取組の効果）

①自分たちで学びたいことを学び、職場に持ち帰ることができた！

裏市役所で職員同士の関係性ができてきたからこそ

②地域の祭を盛り上げることができた！

また、
裏市役所参加者満足度 100%

③他課・他世代の職員との交流を求める若手職員のニーズを
満たすことができた！

裏市役所開催後アンケート「参加してよかったですか？」に「よかった！」と答えた人の割合


